
情報通信審議会 情報通信政策部会 

ＩｏＴ新時代の未来づくり検討委員会 産業・地域づくりワーキンググループ

（第１回）議事録 

１ 日 時 

  平成２９年１２月７日（木）１３時００分～１４時３５分 

 

２ 場 所 

  総務省 ８階 第１特別会議室 

 

３ 議事 

   （１）事務局からの説明 

   （２）構成員からのプレゼンテーション 

   （３）意見交換 

 

４ 出席者（順不同、敬称略） 

【構成員】森川博之 主査（東京大学）、粟飯原理咲（アイランド株式会社）、大南信也（特 

定非営利活動法人グリーンバレー）、岡田陽介（株式会社ABEJA）、川原均（デロイトトーマ 

ツコンサルティング合同会社）、栗山浩樹（日本電信電話株式会社）、重松大輔（一般社団 

法人シェアリングエコノミー協会）、関治之（一般社団法人コード・フォー・ジャパン）、 

高木聡一郎（国際大学グローバル・コミュニケーション・センター）、高橋利枝（早稲田大 

学）、丸山隆志（東京女子医科大学）、森敬一（KDDI株式会社）、 

 

【オブザーバー】柴崎哲也（内閣官房 IT総合戦略室次長）、高橋衛（金融庁総務企画局政

策課 課長補佐） 

 

【総務省】鈴木茂樹（総務審議官）、吉田眞人（官房総括審議官）、吉岡てつを（官房審議

官）、今川拓郎（情報流通行政局情報通信政策課長）、飯倉主税（情報流通行政局情報通信

政策課調査官）、高田義久（情報流通行政局情報通信政策課情報通信経済室長）、犬童周作

（情報流通行政局情報流通振興課長）、赤阪晋介（情報流通行政局情報流通振興課企画官）、

加藤主税（情報流通行政局地域通信振興課長）、松田昇剛（情報流通行政局地域通信振興課



地方情報化推進室長） 

 

５ 配付資料 

   資料１－１ 産業・地域づくりＷＧ設置要綱 

   資料１－２ 産業・地域づくりＷＧ構成員名簿 

   資料１－３ ＩｏＴ新時代の未来づくり検討委員会（第１回）事務局資料 

   資料１－４ 産業・地域づくりＷＧ（第１回）事務局資料 

   資料１－５ 川原構成員ご説明資料 

   資料１－６ 高橋構成員ご説明資料 

   資料１－７ 大南構成員ご説明資料 

   参考資料集 
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６ 議事録 

（１）開会 

（森川主任） 

  ただいまから情報通信審議会情報通信政策部会ＩｏＴ新時代の未来づくり検討委員会

産業・地域づくりワーキンググループを開催させていただきます。 

 お忙しいところ、皆様方お集まりいただきまして、ありがとうございます。 

 このワーキンググループは、１１月１７日に開催された「ＩｏＴ新時代の未来づくり

検討委員会」において設置されたものでございます。この委員会におきまして、村井主

査から主任として指名を受けました東京大学の森川でございます。よろしくお願いいた

します。 

 それでは、早速ですが、初めに吉田総括審議官からご挨拶をお願いいたします。 

 

（吉田官房総括審議官） 

  情報通信担当総括審議官をしております吉田でございます。本日はご多忙中、本ワー

キンググループにご参集いただきまして、ありがとうございます。 

 本ワーキンググループは、今、森川主任からご紹介ございましたように、情報通信審

議会の下に設置されました「ＩｏＴ新時代の未来づくり検討委員会」のワーキンググル

ープとして設置されたものでございます。 

我が国が今直面しております最大の問題は、人口減少社会に突入しているということ

でございます。一昨年の国勢調査の結果、初めて日本は人口減少社会に突入し、今後数

十年にわたって続いていくことが予測される中で、明るい未来をどのように切り拓いて

いくか。そのためにＩＣＴ、ＩｏＴを使って、明るい未来をつくり上げることができる

のではないか。そのような問題意識に立っております。 

 現状、さまざまな指標等を見ますと、非常に厳しい状況がございます。野田大臣の言

葉をお借りしますと、「静かなる有事」というような言い方をされておりますけれども、

そのような状況の中でも、下を向くことなく、技術の力を活用して、イノベーションの

創出、あるいは生産性の飛躍的な向上というようなことを目指して、明るい未来を展望

していきたい。委員会は、そのような問題意識のもとに設置をしております。 

 厳しい現状を認識しつつ、２０３０年から４０年頃を見据えた、明るい未来ビジョン

を描くことを委員会にはお願いしておりまして、そこから逆算する形で、では今、何を
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していけばいいのか、そのようなところにフォーカスをして本ワーキンググループでは

ご議論をお願いできればと考えております。 

 私どもは、ＩＣＴの力を活用いたしまして、若い方も、シニア層の方も、それから健

常者の方も、障害をお持ちの方も、男性、女性問わず、全ての国民がそれぞれのライフ

スタイルに合わせて、自ら幸せな社会生活、人生を歩んでいける、そのような国づくり

を目指していきたいと思っておりますので、どうか委員の皆様方のお力をおかしいただ

けるようお願い申し上げます。 

 

（森川主任） 

  私からもご挨拶させていただければと思います。 

 ＩｏＴ、ＡＩ、ビッグデータ、ＲＰＡなど、デジタル革命ということで、私からして

も、これからＩＣＴがやっと全ての産業セグメントに入り込んでいく本物のフェーズに

入ってくるのかなと思っております。 

 その先に、明るい未来があるといいなと思っていまして、国の力というものも必要だ

と思っておりますので、ぜひ委員の皆様方から、国はどのようにしていけばいいのか、

いかなる政策オプションで、明るい未来の実現に向けて進めていけばいいのか、このワ

ーキンググループでいろいろなご意見をいただければと考えておりますので、ぜひとも

よろしくお願いいたします。 

  

（２）配付資料確認 

  事務局の今川情報通信政策課長より配布資料の確認がなされた。 

 

（３）事務局からの説明 

  事務局より資料１－１から１－４に基づき説明がなされた。 

 

（４）構成員からのプレゼンテーション 

資料１－５に基づき川原構成員より、資料１－６に基づき高橋構成員より、資料１－

７に基づき大南構成員より説明がなされた。 
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（５）意見交換 

（粟飯原構成員） 

  弊社は２００３年からお取り寄せネットという全国のおいしいお取り寄せグルメをご

紹介するポータルサイトを運営しておりまして、今大体、年間約５００万人の方々にご

利用いただいております。例えば食×地域ですとか、地域×コマースというようなテー

マでマーケティングですとか、プロモーションに携わらせていただく機会が非常に多く

なっております。 

 その観点で、今日の議題になぞらえて地域×ＥＣのようなところで、弊社で感じてい

る課題を２つお話しすると、まず１つ目としましては、先ほどのご発表にもあったとお

り、「買い物難民」と呼ばれる状況について、すごく実感をしています。ＥＣの業界は買

い手が都市圏とか非シニア層に集中していると感じておりまして、これだけスマートフ

ォンが普及しても、オンライン注文のハードルは、まだまだシニア層、地域の方にとっ

ては非常に高い。それを払拭するものとして、例えばスマートスピーカーであったり、

ＡＩによる代理注文というようなものが未来ではすごく期待できるのではないかと思っ

ております。 

 ２つ目としましては、先ほどの神山町のケースのように、地域にはすごくいいコンテ

ンツがあると思うのですけれども、それを全国に発信する適切なメディアというものが

まだないのかなと感じておりまして、これがＶＲによって、レジデンスのようなものを

現地体験できるとか、わくわくできるコンテンツになるといいなと思っています。弊社

のＥＣのようなところでいうと、全般的にｅコマースの分野は、何となく効率性が重視

されがちなのだけれども、理想の社会においては、それがより「こと化」「エンターテイ

ンメント化」していって、ヒューマン・ファースト・イノベーションではないのですけ

れど、本来「買い物難民」になってしまいそうな方々が、日々楽しみながらお買い物が

できるというような環境が描けると、すごく素敵だというようなことを感じました。 

  

（岡田構成員） 

  弊社は２０１２年創業のＡＩ、特にディープラーニングを専業にやらせていただいて

いるベンチャー企業です。２０１２年９月創業ですので、おそらく日本で初めてディー

プラーニングといったものを専門に立ち上げている会社になります。 

 その中で、弊社はＡＩと、それにひもづくＩｏＴですとかビッグデータもセットでご
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提供させていただいている中で、ＲＰＡとＡＩはプロセスを標準化して導入するという

点においてすごく似ていると思う一方で、大きく違うところは、ＲＰＡは非常にプロセ

スが明確化しているので、そのとおりにやっていけば処理が回っていくのですけれども、

ＡＩの場合、特にディープラーニングの場合ですと、中身が基本ブラックボックスにな

ってしまうので、うまくいくかどうかわかりませんというところを課題として、実際我々

が企業様に導入させていただく中では思っています。 

 また、実際アメリカですとかドイツと比較した中でも、人工知能の需要がそもそも日

本は少なく、市場が成熟してきていないというところも非常に課題としては大きいとい

う状況です。日本の市場が成熟できていない中でも、弊社は外国人の採用というところ

は積極的にやらせていただいておりまして、現在１１カ国ぐらいの外国人の方々が働い

ております。かなりダイバーシティのある組織でして、そういった環境が当たり前にな

っていく中で、都市部と地方に加え、グローバルという観点をどういった形でミックス

していくか。 

 その上に、我々は２０１２年の創業当初からリベラルアーツというのはかなり重要視

して捉えておりまして、実際に会社内でアートディレクター、クリエイティブディレク

ター、哲学者の方を入れて、社会に対してどういった形で倫理的なものも含めて、マー

ケティングのメッセージとして出していくか、それを実際にどのようにアートとして落

としていくのかというところをかなり真剣にやらせていただいております。今後グロー

バル企業になればなるほど、こういった倫理観ですとか、リベラルアーツということが

大変重要視されていくと思っております。 

 我々としてはＩｏＴ、ビッグデータ、人工知能というマーケットを大きくしつつ、そ

れをグローバルに輸出していくという日本の基本戦略に関しては、ぜひご一緒に議論さ

せていただければと思っております。よろしくお願いいたします。 

 

（栗山構成員） 

  ２点あります。１つは、いろいろな変革が起こるわけですが、社会的な受容性が時間

軸を決めていくということは間違いないと思います。そのような意味では、今話のあっ

た哲学とかリベラルアーツというのは、すごく大事だと思います。 

変化の受容性を測るＫＰＩのようなものとして、データのＪＩＳ規格のようなものをつく

って、それを社会に問うていく。それでデータが流通するようになれば、それは社会的
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受容性があるのだということを、データを供給する側も、利用する側もはかれる、体温

計のように使えるというのがいいのかなと思います。 

 もう１つは、どういった社会になっていくのかを考えるときに、既存のインフラやイ

ンフラの付属物で対応できるのかという議論よりは、それがなくなる、なくしてみると

発想することも長期的な視点としては面白い気がします。思い切り大胆に空中運転で道

路自体をなくすと仮想してみるのも１つだと思いますが、自動運転で、道路が仮にある

としても、その上の交通標識、看板、あるいは横断歩道の線、こういったものはなくな

ることを可能にする。コストも下がりますし、ＩＣＴ活用のいろいろな可能性は広がる

と思いますので、インフラがなくなるということを、もしくはインフラの付属物がなく

なるという発想も大胆で面白いかなと。これからは社会全体がデジタルでトランスフォ

ームするというのを目指しておられると思うので、そういったインフラの付属物のリア

ルなものをなくしても成り立つ社会を考えるのも一つの発想かなと思います。 

 

（重松構成員） 

  シェアリングエコノミー協会の代表理事と株式会社スペースマーケットという会社を

経営しております重松と申します。よろしくお願いいたします。 

 まず、シェアリングエコノミー協会という業界団体を２０１６年１月につくりまして、

現在約２３０の会社や団体にご登録いただいております。本協会のワーキンググループ

で認証制度などルールづくりをしたり、各種のロビイング活動をしたりしております。 

 スペースマーケットという会社は、空いている遊休スペースを持っている人が、空い

ている時間帯を他人に貸すというようなビジネスを展開しておりまして、このような会

議室から、変わった場所になるとお寺、教会といったところも貸し出しをしていまして、

おかげさまでかなりいいペースで伸びておるといったような状況でございます。 

 シェアリングエコノミーに関して感じている課題でいいますと、アメリカのＡｉｒｂ

ｎｂ、Ｕｂｅｒや中国のライドシェアサービスなど海外のプレーヤーがものすごい勢い

で成長していて、そういったところが今、日本にどんどん入ってくるような状況になっ

ています。日本のいいところでもあるのか、悪いところなのか、考え過ぎる。これから

まさにＡＩのシンギュラリティの時代になってくると、基本的にみんな新規事業なので、

走りながら考えていかないと、全部外資に持っていかれてしまうという危機感を非常に

持っております。ですので、そういった問題意識に立ちながら、この検討委員会に参加
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させていただきたいと思っています。 

 また、今日お三方のプレゼンを聞いて、非常に私も共感したのは、クリエイティブと

かアートとかテクノロジーが非常に大事な時代になってきているということです。アー

トが先にあって、そこから町が発展したというところにすごく共感しますし、我々のサ

ービスも、おしゃれな会議室とかスペースは特に稼働するので、そういったスペースを

つくられる方はものすごく増えていて、そこを大事にするような社会というか、そのよ

うにしていくべきなのだろと非常に共感しました。 

  

（関構成員） 

  コード・フォー・ジャパンは市民がテクノロジーを活用して、行政と一緒にいろいろ

な地域課題を解決していくということをやってきておるのですけれども、最近いろいろ

な自治体に行って非常に感じるのは、ＩＴ、テクノロジー活用に関してあまり積極的に

出られていない状況があると思っております。例えば、昨年官民データ活用推進基本法

ができましたけれども、それも計画づくりを実際に今着手しているところというのは、

まだあまりない状況で様子見というような感じになっております。テクノロジーをどの

ように使うかというのは大事なのですけれども、そもそも腹落ちしていない感じはすご

くある。要は、テクノロジーがどのように使えるかというところに対して、あまり意識

が行っていないというところがあるかなと考えています。 

 ですので、そこに対してコード・フォー・ジャパンとしては、例えば人材を派遣する

とか、地域コミュニティと一緒に考えるワークショップをするとか、場をつくってはい

るのですけれども、テクノロジーをどのように使うかを地域の人たちと一緒に考えられ

るような場づくりが必要と思っております。 

 もう１つ、実証実験がすごく大事だと思っていまして、大きな金額でなくていいので

すけれども、小さな実証実験をいろいろやりながら、テクノロジーはこのように使える

のだというように思うような場づくりをたくさん行っていく必要があるかなと考えてい

ます。例えば、私がお手伝いしている神戸市では、アーバンイノベーション神戸という、

自治体側が課題を出して、それに対してスタートアップが案を出して、それでいいアイ

デアが出たら、それを一緒に実証実験するという、そういったプログラムを始めたりし

ております。 

 あとは、自治体の中を見ていると、例えばインターネット分離とかでＬＧＷＡＮの中
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で仕事をしなければいけないとなっていると、クラウドが全然使えないかなり手足を縛

られているような状況にありますので、自治体の中で業務効率化にＩＴが使えるような、

守りのＩＴ活用ではなくて、攻めるためのＩＴ活用ができるような環境づくりも必要だ

と思っております。 

 最後に、ＡＩなどが活用された未来イメージを考えるに当たって、何が正解かという

のも大事だと思うのですけれども、それに対して、例えば幸せだとか、暮らしやすさと

か、そういった指標化も、ぜひ取り組むべきかなと思っております。例えば最近でも、

ソーシャルインパクト投資とか、経済性だけではない、社会的インパクトに応じた投資

のスキームもいろいろと進んでおりますので、そこに対して、例えば日本全体ではこれ

ぐらいの幸せ度を目指すのだとか、暮らしやすさとか、インパクト指標のような形で数

字が出てくると、例えばＮＰＯとかも目指すべきところが明確になるという効果もある

のでいいのかなと思っております。 

  

（高木構成員） 

  私自身は情報経済学を専門にしておりまして、ＩＴを使ったサービスが世の中の経済

にどのような影響を与えるか。例えば雇用だとか、生産性だとか、あるいは国際貿易と

いったあたりにどのような影響を与えるのかということに関心を持って研究をしていま

す。最近は仮想通貨とかブロックチェーンなどを専門に研究しております。 

 今日、議論をお伺いして、議論の中心は、このような技術が将来できるのではないか、

あるいはこのようなサービスが可能になるのではないかといったお話が中心だったかな

と思うのですけれども、国としてこのような検討をする際に、それがどのような構造的

な変化を地域だとか産業に与えるのか。そこの構造変化の流れのようなものを見つけ出

して手を打っていくことができると、ほんとうはいいのだろうと思っています。 

 例えば、仮にこの議論を１０年前にやったとすれば、将来はインターネットでワンク

リックで注文すれば、何でも当日とか翌日に届きますというような話だとか、空いた車

をみんなで好きに使えるような社会が来るはずだというような話ができたと思うのです。 

 その一方で、地元の本屋さんだとか、スーパーマーケットというところは割を食うと

ころがあったり、自動車産業そのものはこれからどうなっていくのでしょうかというよ

うな話もあったりするわけです。あるいは、社会全体が知識集約的になっていくにつれ

て、多様な人と触れ合って議論したほうがいい、だから都会に出たほうがいいというよ
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うなこともあるわけですし、逆に、そのために教育投資が大変かさんできて、子供は１

人しか経済的に育てるのが難しくなってくるといったような、技術とか社会の変化がも

たらす抗いがたい流れが地域や産業に非常に大きな影響を与えているのではないかと思

います。今日も、将来に向けていろいろなサービスへと発想が広がっていますけれども、

それがどのような変化を産業や地域に与えるのか、それがどのようなインパクトを我々

の生活に与えるのか、あるいは、その流れを変える方法が何かあるのだろうかというこ

とを議論するのもいいのではないかと思いました。 

 そのような意味では、今日も、先ほどからご紹介がありましたけれども、アートとい

うものを１つのてこにしながら、地方から東京へというような人材の流れを逆転させる

ような試みという意味でも、非常に興味深く拝見したところでございます。 

 私ども、そういった議論で貢献していければと思っております。 

  

（丸山構成員） 

  私は医師でして、脳外科で悪性脳腫瘍の手術を行っております。病院に行って心電図、

胸のレントゲン、頭のＣＴ、ＭＲＩ、いろいろな検査を受けると思うのですけれども、

そのデータは１つに統合されて、例えば免許証なりチップにデータが入って、次の病院

に行ったときに、それを出せば、そのまま引き続いて医療が受けられるようになること

が好ましいのですけれども、実際の現場では、時間軸が伴わず、リンクしていないので

す。広島大学は、病院の中にある検査機器を１つの時間軸で全部統一するということを、

初めて実現した病院なのですけれども、できていない病院がほとんどなのが実際のとこ

ろです。 

私たちの施設は、患者さんのデータを、違う医療機器メーカーでも共通の言語で１つ

にして、手術室が１つのパッケージになるようなモデルをつくることを実現したスコッ

ト・プロジェクトというものをやっておりまして、その機械を使って手術をしておりま

す。医療がＡＩ化するというのは非常に大事なことだと思います。２０年後では、予防

医学が進むはずです。遺伝子のデータ、患者の健康データ、生活の中で発生するいろい

ろなデータが蓄積されて、多分病気にならない元気な人が多くいる世界でもあると思い

ますが、病気になって、普通イメージする生活ができていない人も多く現れ、明確に二

極化する時代になるのだと思っています。元気な方たちに対しては、ＡＩを使ってスク

リーニング、悪くなることを予測することができるようになると思いますが、医療にお
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けるＡＩは、実は熟練した医者のいろいろな手技の一つ一つが蓄積され、そのディープ

ラーニングが必要なのです。かつて手術のときに医者が判断する際のアルゴリズムをつ

くろうというプロジェクトをやったことがあるのですけれども、マルチファクトリアル

でパターンは生まれなかった。 また、医療者一人一人に動作センサーをつけて動線を

見てみたのですけれども、起こることが全然違う。すごくアナログの要素が多いのが残

念ながら医療の世界です。 

さらには、実際に私はグラスウェアで患者さんを見守るということをトライアルでや

ってみたのですけれども、レギュレーションも多いですし、まだまだ通信速度も遅いで

すし、大きな情報を流し切れないということを体験したことがある人間ですので、その

ような視点から貢献させていただきたいと思います。 

他方で、患者の視点に立って、２０年後の人たちが、どのような日本人なのかという

ところを私は１つ考えてみまして、患者さんはインターネットの情報を基にして医療を

受けることが多いかと思いますが、情報がすごく多いので、情報を選択できていない。

逆にいうと、誰かが情報を選択してあげなくてはいけないということになると思ってい

ます。また、情報があり過ぎると、今度はそこからクリエイティビティを持つ人と、ク

リエイティビティを見出せない人に分かれてしまう。逆に大きな流れからすると、クリ

エイティビティを持てない人たちに、いかにクリエイティブな生活を見せてあげるかと

いうことを考えなくてはいけないということを思いました。 

 医療の中では、離島や過疎地域などにおいて最新技術を取り入れれば、出来るような

サービスが増え、いいことしか生まれないはず。地域において、まず新たな医療のトラ

イアルを入れていきながら、その結果を集約し今度は都市モデルに上げていくというス

タディーの仕方をすることが必要だと思っています。 

  

（森構成員） 

  今日お話しいただいた中で、ヒューマン・ファーストというお話もありましたし、ク

リエイティブだとか、アートだとか、人間が中心というのが１つキーワードとしてはあ

ったのではないかと思います。私もＩｏＴなどというテクノロジーを担当していますけ

れども、例えばトラックなどに通信がつくことで、ドライバーの監視につながるのでは

なくて、ドライバーが楽になる、あるいは事故が減るだとか、私の言葉で言うと「気持

ちいいＩｏＴ」、そういった方向に持っていかなければいけないと思っております。 
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 地方創生に関するチームも担当させていただいているのですが、地域、生活者の困り

ごとにまずフィットするということが大事で、その次に、その困りごとを何とかしよう

と思っている人たちがいて、それからさらに、例えば大学の先生などが、数値だとか、

センサーから取れるデータを理論化して、ソリューションに仕立てていく。そこにテク

ノロジーを加えるというように、いろいろなプレーヤーが一緒になって社会の困りごと

を解決して、便利にしていくのだろうなと思っています。 

 我々事業者からの観点では、例えばシェアリングエコノミーなど、新たなマーケット

を生み出さないと事業として続けていけませんので、そういったことを気にしながらや

っていければと思っています。シェアリングエコノミーの事例で申し上げますと、私が

注目しているのは、インドネシアのタクシーで、テクノロジーを入れることで、稼働率

が上がって、さらにものを運んだり、デリバリーをしたりだとか、マーケットが膨らん

でおり、日本でも地方でもやっていければ、成功につながっていくのだろうと思ってお

ります。 

 

（６）閉会 

（森川主任） 

  ありがとうございました。 最後に、鈴木総務審議官から一言いただいて、その後、

事務局でご連絡いただいて終わりという形で終わらせていただきたいと思います。よろ

しくお願いします。 

 

（鈴木総務審議官） 

  ３名のプレゼンターの方からのプレゼンテーション、大変興味深く拝聴させていただ

きました。また皆様方のご指摘も、大変有意義と思いました。 

今の日本は、終戦に約８,３００万人しかいなかった人口が１億２,７００万人になり、

条件のいい平らな水田から山奥に入り、雑木林を切り開いて畑にし、湿地帯を灌漑して

水田にした結果、多分戦後でいうと平坦が一番伸び切った状態。これが人口が１億を切

り、更に減少が進むと、この伸び切った状態を維持しようというのは絶対無理だと思う

のです。だとすると、昔に戻るとは言えませんで、もう１回新しい社会につくり変えれ

ばいいのだと思っております。そのとき、当然産業は変わってきますし、社会構造も変

わってきます。少子化など諸々の社会の変化を踏まえて、それが悪いとか、元に戻すと
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いうことではなくて、ある程度緩和するところは緩和、あるいは、その方向で変化を進

めながら、新しい社会を創っていく。その中でグローバル化も進んでいきますが、ロー

カルは絶対維持しなければいけない。その手段としての情報通信はものすごく有用だと

思いますので、皆様のご知見をいただきまして、２０３０年から４０年ぐらいの日本の

イメージを創りあげたい。２０４２年に日本の高齢化比率は最高になるそうです。現在

でも、１７％が空き家、水田の４割は休耕田という現状を受容しつつ、トータルのＧＤ

Ｐではなくて、１人当たりＧＤＰ、１人当たりの所得や豊かさを意識して、活気がある

豊かな社会をつくれればよろしいのかなと個人的には思っています。 

 皆様方の活発なご議論を期待してございます。本日はありがとうございました。 

（森川主任） 

  ありがとうございました。 

 それでは、事務局から次回のご連絡をお願いいたします。 

（今川情報通信政策課長） 

  次回は来年の１月１５日の月曜日、１５時から２時間程度を予定しております。よろ

しくお願いいたします。 

（森川主任） 

  ありがとうございました。次回以降も、ぜひよろしくお願いできればと思います。 

 

以上 

 


